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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究では、1995 年代以降に日本の化学工業の国際競争力を高めた要因、とくに高度部材産業に
おける一部化学企業がいかなる経過や要因から高い世界市場シェアを獲得できたかを明らかにする
ことを目的とした。それはある程度、達成されている。 
 本研究の意義は、以下の２点にあると考える。 
 第１に、従来の化学工業研究は、もっぱら技術の革新性を重視し、日本に固有の漸進的改良型イノ
ベーションという開発様式である「顧客の要望やニーズに応じた少しずつの改良」にまったく着目し
なかったが、本研究では、２つの半導体製造材料・部材メーカーの技術開発プロセスを事例として取
り上げ、その漸進的改良要因が高度部材供給企業の強さを形成したと明らかにしたのである。つまり、
加工組立系と化学物質系の産業における技術開発プロセスは従来類似していないとみなされてきた
が、この点への問題提起をしたことが本研究の独自性である。 
 第２に、50-1000 億円という規模で特殊用途の市場に向けての技術開発に長期間取り組んだこと、
しかも、取引継続性が必ずしも保証されていない中、顧客の材料検査業務を代行し緊密な共同開発関
係を確立したこと、少なくない数の企業同士が競い合う市場であったことをある程度明らかにした。
つまり、供給者主導に近い汎用化学品ビジネスでは考えられない顧客主導ともいえる事業システムが
形成され、大手化学企業が容易に参入できない状況となっていたことを証拠となる事実を積み上げて
示した。 
 本研究への課題を示す。日本の高度部材メーカーの事業展開に関わるいくつかの発見事実とそのこ
とがもつ学術的意義をさらに深めることが望まれた。具体的には、日本の高度部材メーカーの化学工
業全体の中での位置づけを学術的視点から論じる部分が少なかった。また、高度部材メーカーと総合
化学品メーカーの事業スタイルや技術開発・製造・販売行動がいかなる意味で異なるか等、研究成果
をさらに深めることが望まれる。とはいえ、加工組立系産業における製品・技術開発や製造行動に関
する研究は質的・量的に多い反面、化学物質・化合物系産業に関する研究はそもそも極めて少ない。
そうした中で、電子工業と取引する化学材料・部材の技術開発プロセスが漸進的改良型特徴を有する
ことが国際競争力の源泉であると実証的に示した点は貴重であり、重要な研究成果である。 
